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政策運営における
Middle up down managementの概念

政策案 A 政策案 B 政策案 Z・・・

証拠に基づく複数案の検討

住民グループ 関係者団体

Middle Groupとしての
専門職

調査やヒヤリング

事業評価・知見の分析を
通した政策提言
（Middle up）

学者・研究者

政策決定者

実行
(Top down)



厚生労働省とDPC研究班

厚生労働省
保険局医療課

厚生労働省
DPC分科会

厚生労働省
中医協

DPC研究班
（伏見班）

・ DPCのあるべき論の研究
・ 関係者への情報提供・研修
・ エビデンスの蓄積（学会発表・論文執筆）

報告書

宿題

定期的
打ち合わせ



DPCの
課題

臨床研究
への応用

病院機能の
評価

電子化

病院管理

分類
精緻化

定義表の
矛盾の解消

コスト調査

包括範囲の
再評価

救急

総合性

複雑性

効率性

地域医療

ICD固有の問題

支援ソフトに
おける病名検索

DPCに基づく
病院管理手法

経営分析

ベンチマーキング

質の評価

内部管理

DPC電子レセプトの
仕様設計

医療経済性評価

質の評価

コーディングロジック
作成

中医協

研究班での
検討

機能係数

DPCセミナー
等による
人材育成

Health Service 
Researchの基盤構築

医療のIT化
戦略への貢献

データの
精度向上

制度の安定的
かつ適切な運営

CCPマトリックス

電レセ
への応用

医療計画
への応用

医療政策への展開

急性期以外
への展開



「医療政策の立案・実行・評価」に
医療経済学は役に立っているか？

• 医療経済学やHealth Service Researchは医療
政策に役立つと考えられる。しかし、

– 研究を医療政策に反映させるための「枠組み」が
我が国ではまだ確立されていないのではないか？

• かじ取りをする組織の必要性

• 情報基盤

• ファイナンスの方法

• 研究者の意識および発表方法（コミュニケーション）


